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令和５年度　浦添市立教育研究所「研究協力員」要項 

 令和５年４月

浦添市立教育研究所 

１　基本方針 

　本県の「学校教育における指導の努力点」においては、「確かな学力の向上」を挙げて

いるところである。本市でも、児童生徒が自ら課題をみつけ、学び、考え、主体的に判

断し、よりよく問題を解決する能力の育成を基本とした教育の一層の充実を目指し、「学

 校教育指導目標」に「確かな学力の向上」を定めている。

令和３年には、文部科学省が示した「令和の日本型教育」では、これまでの日本型教育

の成り立ちや成果を踏まえつつ、従来の日本型学校教育を発展させ、「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を中心的な概念とし、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善につなげていくことが重要と考えられている。それに加え、国が推進するGIGAスクー

ル構想に向け、令和２年度に児童生徒１人１台の学習者用端末が整備し令和３年度から活

用を本格化したことで、ICT機器を活用した学習の個別最適化に向けた動きはますます加

 速している。

また、確かな学力を身につけるためには、児童生徒の「自己肯定感」を高め、学習意欲

 の向上を図るとともに、他者との関わりを豊かにして学習集団の向上を図る必要がある。

本事業では、ICTの新たな可能性を生かした「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

一体的な充実と、本研究所調査事業である「児童生徒質問紙（i-check）」を学力向上に

生かす活用について実践研究を深め、その成果をまとめ、市立小中学校へ実践資料を提供

 する。

２　委託研究テーマ 

 小学校：ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

中学校：①ICTを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実　

②児童質問紙（i-check）の活用に関する研究

※中学校は、①②のどちらかを選択して研究する。

３　研究内容 

(1)テーマに沿った授業実践、または職員が行った実践の情報収集(～９月)

(2) (1)で得られた情報をもとに授業実践を行う。

① 事前・事後に児童生徒の実態調査を行い、児童生徒の変容を見取る。

② その他、レディネステストや、形成的評価、パフォーマンス評価などを組み込み、

児童生徒の変容をはかる。

※報告書等は、当研究所ホームページに掲載し、市立小中学校で実践の参考とする。 
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４　提出物について 

(1) 形　式

・指導案：A4用紙（那覇教育事務所様式）にまとめる。

・報告書：A4用紙（様式有）に、成果と課題、研究の考察をまとめる。

 　【実践授業の写真や変容を見取ることができる表や図等を挿入する】

・プレゼン資料：15～20分で発表できるプレゼン（パワーポイント等）を作成する。

  また、プレゼン動画を市立小中学校教諭に向けて限定配信を行なう。

(2) 提　出・・・・・電子媒体（Teamsかe-mailで提出）

５　研究協力員 

(1) 令和５年度担当５校(別添資料参照)から、研究協力員１名を推薦する。

【牧港小、当山小、内間小、仲西中、神森中】

(2) 任期は、令和５年４月２８日から令和６年３月３１日までとする。

６　研究日程(予定)・・・別添実施計画参照 

 ○１回目  ４月２８日(金)　趣旨説明、研究協力員の委嘱、学校機器整備の紹介等

○２回目 １０月１１日(水)　進捗状況報告、データ分析、指導案作成等

○３回目 １１月　８日(水)　進捗状況報告、指導案作成等

 ○４回目 　１月１７日(水)　実践発表①(授業終了者数名)､､報告書作成等

 ○５回目 　２月　９日(金)　実践発表②、その他

※ 研究の時間は１回目を除き、原則として17:00～19:00（２時間程度）。(謝金有り)

７　謝礼金について 

 研究協力員の謝礼金は、１時間３,５００円とする。【２～５回目】 

８　その他 

(1) 研究に必要な書籍は、教育研究所･図書室で購入し、貸出する。

(2) 授業実践に伴う、雑費等はなし。日常の教育実践の範囲内で行う。
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学校名 浦添市立牧港小学校 報告者氏名 永山 覚

Ⅰ  児童生徒の実態

１．実施学年 ひまわり学級（１年、４年、５年、６年）

２．児童数  男子：  ７人   女子：  １人   計：  ８人

３．教  科  自立活動（大好きなもの・とくいなことしょうかい）

４． ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に関する
児童の実態 (事前 ) 

①４年生の国語の学習で、辞書で調べた慣用句等をロイロノートでまとめた。
（個別最適な学び）

②６年生の総合の学習修学旅行の振り返り新聞のまとめ方を大きな新聞用紙に書く
か、ロイロノートでまとめるかという自己選択を行った。
（個別最適な学び）

③５年生は５人いるため、国語や算数の学習課題をお互いに教え合いながら進めた。
（協働的な学び）

●事前アンケート【人前での発表、 ICT の活用について】

質問 はい いいえ

みんなのまえで、じこしょうかいをすることができますか？ ５人 ３人

べんきょうにアイパッドをつかいたいですか？ ６人 ２人

ローマじで、もじがにゅうりょくできますか？ ６人 ２人

ロイロノートをつかうとたのしいですか？（未回答１人） ７人 ０人

Ⅱ  ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に関する
授業について

１．内容
（１）手だて

① 人前での発表（自己紹介）に自信を持たせるため、「自分の好きなこと」をロ
イロノートのカードとして作成し、発表への準備をさせる。

② １年生～６年生までの異学年集団のため、文字入力方法にばらつきが見られ
る。ローマ字やかな、音声、教師の入力補助等の方法を自己選択させる。

③ 学習の進んでいる児童にミニティーチャーとして活躍させる。

（２）工夫した点
① ICT 機器（児童用 iPad、電子黒板、大型テレビ）を活用し、クイズやめあて等

を提示することで、児童が興味を持って視覚的に理解できるようにする。

② 教師の好きなものカードを「良い例」と「良くない例」の２パターン準備して
提示することで、良いまとめかたについて気付かせる。

③ カードの型枠を準備しておき、活動が進まない児童に提供できるようにする。

④ 協働的な学びを促すために、話しやすい・動きやすいように場を設定する。
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●授業の様子（第２時・第３時）

２．変  容（事後アンケートから）  

みんなのまえで、じこしょうかいをすることができますか？ 
↓ 

発表資料を準備することで、ひまわり学級では堂々と発表できた。 
しかし、協力学級での発表には自信がなく、苦手という消極的な意見となっ
た。 

導入 
（つかむ・見通す） 

展開 
（活動する(個別)） 

展開 
（個人→全体共有） 

振り返る 
（個人→全体共有） 

追加 
(活動する(協働)) 

追加 
(活動する(協働)) 

べんきょうにアイパッドをつかいたいですか？ 
↓ 

iPad を使い学習することで、分からないことを調べたり、自分の思いや考え
を手軽に表現したりすることができるため、全員が使いたいという思いにな
っている。 
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 事後アンケートの結果では、事前アンケートと比較して改善した事項もあるが、逆
に課題となった事項もあった。

３．全体考察

児童各自の得意・不得意や学習状況、 iPad の活用能力を配慮することで、その児童
にとっての個別最適な学びを支援することができた。また、場の工夫やグループ活動
を取り入れることで協働的な学びを促すことができた。協力学級で自信を持って自己
紹介することへの課題が残るものの、知的特別支援学級で ICT を活用した｢個別最適な
学び｣と｢協働的な学び｣の一体的な充実を図る授業実践ができた。
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那覇教育事務所様式 

特別支援学級 

知的学級 自立活動学習指導案

令和５年 11月 30日 ５校時 

牧港小学校 ひまわり学級 
８名（１年：１名，４年：１名， 

５年：５名，６年：１名） 
指導者 永山 覚 

１ 題材名 「大好きなもの･とくいなことしょうかい」 

２ 児童（または生徒）について 
児童の実態 区分 項目 

A 
1年生。ひらがな読み書き学習中。発音
が不明瞭。交流学級での学習に参加でき
ないことがある。 

2心理的な安定 (3)障害による学習上又は生
活上の困難を改善･克服する
意欲に関すること

B 
4年生。学習の凸凹有。シナリオがあれ
ば人前でも司会ができる。 

3 人間関係の形
成 

(3)自己の理解と行動の調整
に関すること

C 
5年生。漢字の学習は比較的得意。環境
の変化が苦手で，無言になり固まること
がある。 

2心理的な安定 (2)状況の理解と変化への対
応に関すること

D 
5年生。意図が分からない時，失敗しそ
うな時に他者の働きかけに反応できな
くなる。 

3 人間関係の形
成 

(3)自己の理解と行動の調整
に関すること

E 
5年生。穏やかで，野球が好き。人前で
の話は緊張して上手くしゃべれない。 

2心理的な安定 (2)状況の理解と変化への対
応に関すること

F 
5年生。会話の内容を理解できていない
ことがある。人前でもよく話をする。 

6 コミュニケー
ション

(1)コミュニケーションの基
礎的能力に関すること

G 
5年生。病弱学級から一時的に移籍。自
分から誰とでもよく話をする。場の状況
に合わない発言をすることもある。 

6 コミュニケー
ション

(5)状況に応じたコミュニケ
ーションに関すること

H 
6年生。昨年 5年生の時から入級。学習
意欲は低く，低学年の学習でつまずく。
好きな話題はよく話す。 

2心理的な安定 (3)障害による学習上又は生
活上の困難を改善･克服する
意欲に関すること

３ 題材について 

 普段、友だち同士で話をしている時には、何も気にせずに気軽に話ができるが、改まって人前に立
つと緊張や不安で声が小さくなってしまうことや、全くしゃべることができないことがある。台本等
の決まっている文章があると人前で全体の司会をすることができる一方、話す内容を自分で考えなが
ら話すことはいくつもの処理を平行しながら行うため難しいことでもある。本題材は、自分の「大好

きなもの」や「とくいなこと」という、それぞれの児童自身で興味･関心がある内容を扱うことで、学

習への意欲を持って取り組むことができる。また、一度作成したものは今後必要な時に修正して使用
したり、場合によってはそのまま利用することができるものとなる。同じ方法で、別のテーマに変え

ることで、応用して別の学習にも使うことができる。 

４ 指導について 
 「自己紹介をしよう！」と学習を進めてしまうと否定的に反応したり、形式的に終わらせようとす

ることが予想される。そのため、自己紹介の中で名前の紹介と同じくらい大切な内容である「自分の

好きなことや得意なこと」を先に取り挙げてまとめるようにする。学習を進めるための道具として ICT
機器を使用し、デジタルデータとして保存･活用するが、ローマ字でのタイピング入力に慣れていない

児童もいる。そのため、紙媒体に記述したものを写真で撮影しても良いし、文字を音声入力で行って
も良いというように児童に自己決定させて活動に取り組ませる「個別最適な学び」を意識した指導を

行う。また、作成途中は児童も調べ方やまとめ方に困って質問してきたり、操作へのヘルプを求める

ことが予想される。その際、ICT 機器の操作が得意な児童が活躍したり、学習の進んでいる子をミニ
ティーチャーの役割として活躍させたりするようにし、教師は全体を見ながら良いまとめ方をしてい

る児童を認めて声かけしたり、児童と児童をつなぐような指導を行いたい。また、作成途中のもので
も全体共有して、良い点や改善点等をみんなで考える「協働的な学び」も行う。
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那覇教育事務所様式 

５ 児童（または生徒）の特性に配慮した指導の工夫 

･発音が不明瞭の児童がおり、音声入力で支障がでる場合には教師が文字入力を代行する。 
･どうして良いか分からず活動が進まない児童のために、テンプレートの準備をしておく。 
･漢字変換で複数候補が出る場合、どの漢字を使用するかは教師が指示する。 

･文字入力にこだわらず手書き文字や画像･動画の活用等、児童のやりやすい方法を選択させ支援する。 
･楽しく取り組む雰囲気を大切にし、細かい見栄えの修正や内容に懲りすぎないように声かけをする。 

６ 本時について 

⑴ 全体目標

･大好きなものやとくいなことをロイロノートのカードにまとめることができる。
･仲間同士で教え合ったり、自分から聞いたりしながら楽しく活動する。

⑵ 個人目標
A 文字入力やまとめ方を仲間や教師に手伝ってもらいながら課題に取り組む。 
B かな入力行い、お手本や仲間のまとめ方を参考にしながら課題に取り組む。 
C ローマ字入力を行い、仲間と教え合いながら課題に取り組む。
D かな入力行い、仲間と教え合いながら課題に取り組む。 
E かな入力行い、仲間に手伝ってもらいながら課題に取り組む。 
F かな入力行い、仲間と教え合いながら課題に取り組む。 
G ローマ字入力を行い、仲間と教え合いながら課題に取り組む。
H かな入力行い、仲間と教え合いながら課題に取り組む。 

⑶ 本時の展開

学習活動 
指導上の留意点（○) ，個への対応（◇），評価（◎） 

A児，B児 C児，D児，E児，F児 G児，H児 

つ 
か 
む 
５ 
分 

１ 本時の学習

内容を知らせる 

２ 本時のめあ
てを確認する 

○大好きなものやとくいなことをロイロノートのカードにまとめるこ

とを知らせる。
◇分からないことは教え合ったり、聞いたりして良いと伝えて安心さ
せる。

○めあての提示

 

見 
通 

す 
５ 

分 

３ 先生の好き
なもの紹介 

４ ロイロノー
トの準備

○2パターン用意して、1つは文字中心で写真が小さいもの、もう１つ
は写真を大きくして、文字を短くまとめたものを比べて見せる。どこ
が良いのかを児童に気づかせて、全体で共有して課題を見通す。

○タブレットを開いて、ロイロノートの準備をさせる。みんなが準備
できているかをお互いで確認させる。教師も全員の画面を確認する。

○時間の見通しや途中でも最後にふり返りをして終わることを話す。

活 
動 

す 
る 

25 
分 

５ ロイロノー
トのカード作成

６ みんなのカ

ードを共有 

◇A 児の文字入力や操
作を教師が手伝う。
◇B 児の活動が検索だ

けで終わらないように
見守りや声かけする。

(様子を見て必要なら
テンプレートを提供)

◇ローマ字･かな入力
が難しい場合には音
声入力も勧める。

◇活動が進んでいる
児童か教えてもらう

ように声かけする。

◇何についてまとめる
か、検索するかで止ま
っていないか確認す

る。
◇操作等で困っている

児童に教えてあげるよ
う声かけする。

○カードが 1枚できた児童のものを電子黒板に写し、全体共有する。

○どこが良いか，またはどうすればもっと良くなるかを発表させる。

◎楽しんで活動するこ
とができる【観察】

◎仲間同士で教え合ったり、自分から聞いたり
しながら楽しく活動することができる【観察】 

○1枚は仕上げるように声かけしながら、全体を見回る。
○早くできている児童については、2枚目や 3枚目等の作成を促す。

教え合いながら、大好きなものや得意なことをロイロノートのカー
ドにまとめよう。 

7



那覇教育事務所様式 

振 
り 

返 
る 

10 
分 

７ 今日の活動

を振り返り 

○今日の活動のふり返りをワークシートに書いて，写真を撮ってロイ

ロノートで提出させる。
◇丸つけで評価できる項目と，記述のふり返りを用意しておく。

◇他の児童の良かった所も評価できるようにする。

◎個人目標ができているか【ワークシート】

○電子黒板にふり返りのワークシートを表示する。

◇発表できる児童は、自分でふり返りを発表させる。発表が難しい場
合には、教師が読み上げて全体に共有する。

７ その他 
● 座席表とふりかえりワークシート
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那覇教育事務所様式 

大好
だ い す

きなもの・とくいなこと ふりかえりシート 

  月
がつ

  日
にち

 年
ねん

  組
くみ

  番
ばん

 名前
な ま え

 

① 今日
き ょ う

の活動
かつどう

で自分
じ ぶ ん

のがんばったことは何
なん

ですか？ 

②今日
き ょ う

の活動
かつどう

でほかの人
ひと

ががんばっていたことは何
なん

ですか？ 

💛 自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちに ピッタリことば 💛 

楽しい。うまく書けなかったけどがんばった。気になった。もっとやりたい。 
おもしろい。はずかしい。うれしい。どきどきした。きんちょうした。びっくりした。 
まねしてみたい。やってみたい。 

活
かつ

動
どう

の振
ふ

り返
かえ

り 自己
じ こ

評価
ひょうか

 

大好
だいす

きなもの・とくいなことを書
か

くことができましたか。 

分
わ

からないことを自分
じぶん

から聞
き

くことができましたか。 

ひまわり学 級
がっきゅう

の仲間
なかま

に教
おし

えることができましたか。 

アイパッドを使
つか

って楽
たの

しくできましたか。 
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学校名 浦添市立当山小学校 報告者氏名 仲里 翼

Ⅰ  児童生徒の実態

１．実施学年   5 年  

２．児童数  男子：１３人   女子：１７人   計：３０人  

３．教  科  算数  

Ⅱ  ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に関する
授業について

１．内容
工夫・手だて

① 「個別最適な学び」と「協働的な学び」ではグループで学習を進め、必要に応
じて他者と交流して課題解決に取り組ませる。

② 共通の課題に対して個々が必要に応じた学習方法を選択し，指導の個別化を図
り，学習内容の確実な定着を目指す。

③ 問題作りや練習問題を自分で選択して取り組むことで，学習の個性化を図り，
本時においての深い学びを目指す。

④ ロイロノート上での着目ポイント（見方・考え方）の共有や児童の解説動画の
閲覧，スムーズな課題や解答のやり取りのために， ICT（電子黒板，タブレッ
ト）を活用する。

⑤ 黒板と電子黒板を自由に使えるようにし、学び合いの場を提供する。
⑥ 各グループで授業のまとめを行い、学んだことを言語化させる。

２．変  容（事後アンケートから）

ICT に関するアンケート（12 月）  肯定的回答  

事前  事後  

① ICT（電子黒板やタブレット）を使うと学習への興味や関心が高まり，積極的

に学習に取り組めると思いますか。（主体的）  

76.7

％  

79.3

％  

②話し合う時や考えを共有する時などに ICT（電子黒板やタブレット）を使うこ

とは，友達や先生と活発に意見をやり取りすることに役立っていますか。（対話

的）  

96.7

％  

96.5

％  

③グループで活動したり話し合ったりするときに ICT（電子黒板やタブタブレッ

ト）を使うことは，友達のいろいろな考えを知り，学習を深めることに役立って

いると思いますか。（深い）  

100

％  

96.5

％  

算数の授業に関するアンケート（12 月）  肯定的回答  否定的回答  

⑥授業の進度（進みぐあい）はどうですか？（個

別最適）  

事前  事後  事前  事後  

75.9％  72.4％  早い  

10.3％  

早い  

20.7％  

遅い  

13.8％  

遅い  

6.9％  

⑦友だちと一緒に学習を進めることは？（協働的） 89.7％  93.1％  

① 算数は好きですか？ 34.5% 44.8% 
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ほとんどのアンケートで数値の大きな変化は見られないが、授業の進度が早いと回

答した児童が 10.3％から 20.7％に変化した。考えられる理由としては、｢単位量あた

りの大きさ｣や｢割合｣といった多くの児童が難しいと感じる単元で、解決できた課題が

少なかったり、理解に時間がかかってしまったりしたといったことが考えられる。  

３．授業の様子  

４．全体考察

 ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る授業

実践を行うなかで、自分のペースで学んだり友達と共に学んだりすることを通して、

算数を好きになった児童が増えた。また、友達と一緒に考える授業に対しては、肯定

的な感想が子どもから多くあがった。（下記参照）  

・楽しいし、みんなにじゃなくて一人に教えてくれるから分かりやすい。

・友達とやると算数がもっと楽しくなる。

・分からない所があると、一緒に考えられて、答えを出せる。

・いろんな意見が聞けて面白い。

今後の授業スタイルでは、一斉授業を望む児童も複数いるため、今後も授業のねら

いや内容によって一斉にするかグループ学習（「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的な充実を図る授業）にするかを判断し，単元をデザインしていきたい。  

写真１：教師から教えてもらう様子  
写真２：友達と解説動画を  

視聴する様子  

写真４：ロイロノートで友だちの  

考え方を見ている様子  

写真３：電子黒板を活用して

教え合う様子  
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第５学年  算数科学習指導案  
令和 5 年 12 月 1 日  (金 )5 校時  
   当山小学校  5 年 2 組 30 名  

  指導者  仲里  翼  
【年間指導計画  （5）学年（12）月計画】 
1 単元名  
｢割合｣ 

2 単元の目標  
(1)割合の意味と表し方を理解し，百分率などを用いて数量の関係を正しくとらえて計算処理するこ
とができる。  

  （知識及び技能） 
(2)割合を用いて，数量の関係を考えたり，比較したりすることができる。また，割合の和や差，積を
考えて問題を解くことができる。

 （思考力，判断力，表現力等） 
(3)割合で考えたり比較したりすることのよさを知り，これを用いて数量の関係を判断しようとする。

  （学びに向かう力，人間性等） 

3 単元について 
(1) 教材観
二つの数量の関係を割合を用いて比べるとは，二つの数量のうちの一方を基準にする大きさ 1(基

準量 )としたときに，もう一方の数量 (比較量 )がどれだけ(何倍 )に相当するのかを比較量を基準量で割
った商で比べることである。この表された数 (商 )が割合である。割合の学習については，第４学年で
は，基準量を１とみたときに，比較量が基準量に対する割合として２倍，３倍，４倍などの簡単な
整数で表される場合について学習している。そして，基準量の異なる二つの数量の関係どうしを割合を
用いて比べる場面で，得られた割合の大小から判断をしたり，割合を用いて計算をした結果から問題
を解決したりしている。本単元では，割合が小数で表される場合に考察の対象を広げ，ある二つの数
量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があることや百分率について理
解するとともに，二つの数量の関係に着目し，図や式などを用いて二つの数量の関係どうしの比べ方を
考察し，日常生活に生かす力を伸ばしていくことをねらいとしている。 

(2) 児童観
６月に ICT に関するアンケート，10 月に算数の授業に関するアンケートを実施した。下記がその内
容と結果になる。 

ICT に関するアンケート（6 月） 肯定的回答 否定的回答 

①ICT（電 子 黒 板 やタブレット）を使 うと学 習 への興 味 や関

心が高まり，積極的に学習に取り組めると思いますか。

76.7％ 23.3％ 

②話し合う時や考えを共有する時などに ICT（電子黒板やタ

ブレット）を使うことは，友達や先生と活発に意 見をやり取り

することに役立っていますか。

96.7％ 3.3％ 

研究テーマ：ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実
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③グループで活動したり話し合ったりするときに ICT（電子黒

板やタブタブレット）を使うことは，友達のいろいろな考えを知

り，学習を深めることに役立っていると思いますか。

100％ 0％ 

④ICT（電子黒板やタブレット）を使った学習は分かりやすい

ですか。

96.7％ 3.3％ 

算数の授業に関するアンケート（10 月） 肯定的回答 否定的回答 
⑤算数が好きですか 34.5％ 65.5％ 
⑥授業の進度（進みぐあい）はどうですか？（個別最適な学
び）

75.9％ 早い 
10.3
％ 

遅い 
13.8
％ 

⑦友だちと一緒に学習を進めることは？（協働的な学び） 89.7％ 10.3％ 
⑤の理由としては，｢計算が苦手｣，｢文章が苦手｣などがあった。⑥の結果から２割の児童が今の
一斉授業の進度に合っていないと感じていることが分かった。⑦理由としては，｢分かりやすい｣，｢友だ
ちの考えを知りたい｣，｢分からない時に気軽に聞ける｣などがあった。また，｢⑧これからやりたい授業スタ
イル｣に関しては，｢グループや友だちと一緒に考える授業｣が 47.5％，｢自分のペースで進められる授
業｣が 27.5％，｢先生が中心になって教える授業｣が 25％という結果になった。
以上のアンケート結果より，児童はタブレットや電子黒板などの ICT を活用することに意欲的であ
り，学習の役に立っているという実感があることが分かった。また，このことから，自分で学習を進めた
り，グループで教え合ったりする授業を好む児童が多数いる一方，一定数は｢教師主導の一斉授業｣
を好む児童もいることが分かった。そのことから，ICT の活用を前提とし，授業のねらいや内容によって
一斉にするかグループ学習にするかを判断し，単元をデザインしていきたい。 

(3) 指導観
指導にあたっては，導入で問題提示した際に，｢割合が百分率になっていて，そこから基準量や比
較量を求めなくてはいけない｣という難しいポイントを確認する。その後めあてを児童と作成したあと，それ
ぞれの学び方での学習に移る。グループ学習では，それぞれの選択した学び方で問題解決に取り組ん
でいく。そこでは，すぐに理解できる児童と時間がかかる児童が混在すると予想される。教師がその繋ぎ
役になり，児童同士で教え合えるよう声かけを行っていく。また，課題解決に時間がかかっている児童
への支援としては，ロイロノートで共有している，他の児童が提出した着目ポイント（ヒント）を参考に
するよう声掛けをしていく。単元を通して，自分の考えや納得した友だちの考えを，着目ポイント（課
題を解決する上での見方考え方）として，言語化し記述や説明できるよう支援・指導していく。 

4 単元の評価規準  
知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

①ある二つの数量の関係と別の二つ

の数量の関係とを比べる場合に割合

を用いる場合があることを理解してい

る。

②百分率を用いた表し方を理解し，

割合などを求めることができる。

①日常の事象における数量の関係に

着目し，図や式などを用いて，ある

二つの数量の関係と別の二つの数量

の関係との比べ方を考察し，それを

日常生活に生かしている。

①二つの数量の関係について，数学

的に表現・処理したことを振り返り，

多面的に捉え検討してよりよいものを

求めてねばり強く考えたり，数学の良

さに気付き学習したことを生活や学習

に活用しようとしたりしている。
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5 単元の指導と評価の計画 (9 時間 ) 

時  ねらい 
評価規準（評価方法）

知識・技能  思考 ・判 断 ・表
現  

主体的に学習に 
取り組む態度  

１ 
一斉  

・定員と比べて希望者が多い
のはどれかを考えることを通し
て，単元の課題をつかむ。
・割 合 の意味 について理解
し，割合を求めることができる。

○知①（ノート・タブ
レット・発言・行動観
察）
割合の意味について
理解し，割合を求め
たり割合で比較したり
することができる。

２ 
一斉  

全体と部分，部分と部分とい
う関係をとらえ，割合を求める
ことができる。 

○知①（ノート ・発
言）
関係図や線分図 を
使って割合を求めるこ
とができる。

３ 
一斉  

全体と部分 という関係をとら
え，基準量と割合から比較量
を求めることができる。 

○態①（ノート ・観
察）
全体と部分の関係を
図に表し，基準量と
割合から比較量を考
えようとしている。

４ 
個別  

全体と部分 という関係をとら
え，比較量と割合から基準量
を求めることができる。 

○思①（ノート ・発
言）
図を使って考えたり説
明したりしている。

５ 
一斉  

百分率について知り，百分率
と小数倍との関係について理
解する。 
割合を求め，百分率で表すこ
とができる。 

○知②（ノート ・発
言）
百分率の意味 を理
解している。

６ 
個別  
( 本
時 ) 

百分率を使った問題で，基準
量や比較量を求めることがき
る。 

○思①（ワークシート
・タブレット ・行動観
察）
関係図や線分図など
を使って百分率を小
数倍にして考えたり，
説明したりしている。

７ 
個別  

百分率の増減が示された問題
で，比較量を求めることができ
る。 

○態①（ノート ・観
察）
割合の増減を図に表
し，基準量の何倍が
比較量になるかを考
えようとしている。

８ 
個別  

百分率の増減が示された問題
で，基準量を求めることができ
る。 

○思①（ノート ・発
言）
割合の増減を図に表
し，基準量の何倍が
比較量になるかを考
えたり，説明したりし
ている。

９ 
個別  

学習内容の理解を確認する。 ○知①（ノート ・観
察）
割合を表す小数と百
分 率 を 理 解 し て い
る。

※一斉：一斉授業，個別：個別最適な学び・協働的な学び
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6 本時の学習  【6/9 時間】 
(1) 目標
百分率を使った問題で，基準量や比較量を求めることができる。

(2) 本時の授業の工夫・手立て
①前半では共通の課題に対して，個々が必要に応じた学習方法を選択し，他者と協働しながら課
題解決に取り組むことで，指導の個別化を図り，学習内容の確実な定着を目指す。
②後半では問題作りや練習問題に取り組むことで，学習の個性化を図り，本時においての深い学
びを目指す。
③着目ポイント（見方・考え方）の共有や児童の解説動画の閲覧，スムーズな課題のやり取りのた
めに，ICT（電子黒板，タブレット）を活用する。

(3) 展開
過
程  

学習活動  
○指導上の留意点

★予想される児童生徒の反応
評価規準  

(評価方法 ) 
導
入  
(5) 
分  

1 問題提示  
・プリント配布 or 問題のみ
配付
→児童が自分で選ぶ。

 
 
 
 

○児童の素直な反応を拾い，問題の難しい
ポイントの確認をしていく。
★％の問題だ。
★もとの値段ということは割合のもとにする量の
ことかな？
★もとよりかは安くなっている。
T.昨日習った％を使った割合の問題なんです
ね。

展
開  

(32) 
分  

2 めあて 

3  グループを作り，それぞ
れで問題解決に取り組む。 

4 解いた問題を参考に問
題作りか，練習問題に取
り組む。 

 
○着目ポイント（問題を解く上でのポイント）
を見つけたら，ロイロノートに提出すると，全体
に共有される。
★予想される学習スタイル
・自分で黙々と ・友だちと教え合い
・教科書を見る ・スマートレクチャーで解説動
画
・友だちの着目ポイントをヒントにする
【「努力を要する」状況と判断される児童生徒への支

援】 
・ロイロノートで共有している，他の児童が提
出した着目ポイント（ヒント）を参考にするよう
声掛けをする。 

○プリント問題の解答はロイロノートで送る。

 

【思①】 
概ね満足できる
状況  
(図や式，友だちの

考えなどを使 って考

えたり説明したりして

いる。) 

割合が％（百分率）で表される時のもとにする量を求めよう。 

あおいさんは，もとのねだんの

80%で手ぶくろを買いました。

代金は 960 円でした。もとのね

だんは何円ですか。 
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終
末  
(8) 
分  

5 まとめ 

6 振り返り 

 
 

○専用の振り返りシートに本時の振り返りを書
く。
★％が出てきた時は，計算できるか不安でし
たが，割合の倍数に変えると，計算することが
できました。100%を越えるものがあるのか気に
なりました。

 

７ 本時の評価の「おおむね満足できる」状況の具体例  
自分に合った学び方を選択し，友だちに教えたり，教えてもらったことを活用したりして，百分
率を使った問題でも基準量や比較量の求め方を理解し，自分の言葉で着目ポイント（見方
考え方）を書いている。 

８ 実際の板書  

割合が％の時も，関係図や線分図を使ってもとにする量や比べる量を求め
ることができる。（計算では％の数字を÷１００して使う！） 
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学校名 
浦添 市 立 内 間 小
学校 

報告者氏名 泉 愛 

Ⅰ 児童生徒の実態 

１．実施学年  ２年 

２．児童数 男子：１２人  女子：１５人  計：２７人 

３．教 科 体育 

４．ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に関する事
前アンケートの結果と分析(例) 

〇タブレットを使うことは、児童にとって楽しいことで、体育の授業では自分のでき

たことや見つけたことを見てもらいたい、友達の撮った動画を見たいと考えている

児童が半数に上ることが分かった。 

→タブレットを使った学習は、低学年でも楽しさを感じているため、どの単元でどのよ

うに使っていけるかを提案していきたい。

〇タブレットを使って学習する楽しさを感じている反面、それを使って友達と話した

り教え合ったりすることまでは至っていない。 

→友達と学習することをあまり好きではないと回答している児童もいるため、タブレ

ットを話し合いのツールとして使っていけるよう、２年生でできることを考えてい

く必要がある。

○ロイロノートを使って全員が「１人でできること」は写真や動画を提出することで

あった。送られた動画を学習に使うことや自分が見付けたことを紹介するやり方は

６０％の児童が一人でできると回答している。４０％の児童が「できない」と回答

しているため、担任の予想よりも低い結果であった。

→協働的な学びを通して、タブレットを使った様々な活用が 1 人でできるようにして

いきたい。

○本校の先生を対象に行ったタブレットについてのアンケートでは、課題として「安

全面からタブレットをどこに置いて学習するとよいのか」ということや「どのタイ

ミングで使っていけばよいのか」などといった疑問が挙がった。また、「見つけた

工夫を児童が共有しながら学習を進めている授業を参観したい」という意見もいた

だいた。

→どの学年でもタブレットを活用し、児童が楽しんで取り組むことができる体育の学習

を目指し、ICT の活用と共有方法の工夫などに取り組んでいきたい。
Ⅱ ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に関する授

業について 
１．内容 
（１）手だて

①基になる動きの提示
②単元計画の工夫
③ICT の活用

（２）工夫した点（例）
①様々な工夫ができるような基になる動きを提示し、工夫したいもっとやりたい

という思いにつながるようにした。
②工夫した動きを撮影したり、紹介したりする時間を十分に確保するために、単
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元計画を「基の動きを試す時間→共有する時間」に設定し、試したり紹介した
りできるようにした。 

③タブレットでの共有方法を振り返りの場面だけではなく、撮った動画や見つけ
たポイントを常にロイロノートの提出箱へ提出し誰でも見たり真似したりでき
るようにした。

④どんな動きをやってみたいか、真似してみたいかをタブレットを見ながら話し
合えるように回答共有を使えるようにした。

２．変 容（タブレットの活用能力について） 
〇友達にたのまれたことを撮影することができますか。 

〇タブレットで送られた動画を学習に使うことができますか。 

９月と 1 月で結果を比べると一人でできるようになったと回答した児童が増えてい
ることが分かる。 

前よりもできるようになったと感じたことでは、「友達と教え合ったり話し合った
りして学習する」を選択した児童が１６名に上った。１６人に聞き取りを行うと「友
達と話すのが楽しいからたくさん話すようになった。」「どうしようか迷ったときに、
友達と相談するとうまくいった。」という話を聞くことができた。 

9 月 １月 

9 月 １月 
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３．全体考察 
○成果

・自分でやりたい動きを選んで工夫することは、個に応じた学びにつながっていた。 
・元の動きから自分で工夫する動きがたくさん出ていた。
・グループで動画を撮影したり、他の動きを真似するために話し合ったりする様子

が見られるようになった。
・単元計画や場の設定を工夫したことで、自分のやりたいこととグループでの活動

の両方ができていた。
・動画で撮影したり、紹介したりする方法が身に付いた。

▲課題

・自分のやりたい思いをなかなか伝えられずに、友達のやりたいことに付き合ってし
まう児童がいた。

・児童のやりたいという思いだけを拾ってしまうと、限られた場に集中してしまうこ
とがあった。

・夢中になって動くことで、自分だけの動きになったりタブレットの管理など安全面
での注意が必要だった。
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那覇教育事務所様式 

各 教 科 

第２学年  体育科学習指導案 

令和５年１２月６日 ５校時 

浦添市立内間小学校 

２年１組 ２７名 

  指導者 泉  愛 

【年間指導計画 （２）学年（１２）月計画 】 

1 単元名  内間わくわくランドでレッツプレイ！（多様な動きをつくる運動遊び） 

2 単元の目標 

（１） 多様な動きをつくる運動遊びの行い方を知るとともに、体のバランスをとる動き、体を移動する動き、用具を操

作する動き、力試しの動きをすることができるようにする。（知識及び運動）

（２） 多様な動きをつくる運動遊びの遊び方を工夫するとともに、考えたことを友達に伝えることができるようにする。

（思考力,判断力,表現力等） 

（３） 多様な動きをつくる運動遊びに進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲良く運動をしたり、場の安全に気を付けたり

することができるようにする。（学びに向かう力,人間性等）

3 単元について 

（１）運動の特性 

  【一般的特性】 【児童から見た特性】 

・いろいろな器具・用具を使って，体を動かす楽しさや心地

よさを味わうとともに，体の基本的な動きができるようになる

運動遊びである。 

・体を動かすと気持ちがよいことや、力いっぱい動くと汗が出

たり心臓がドキドキすることなど、運動することが自分の体の

変化がつながっていることに気付くことができる運動である。 

・友達との関わりの中で、自由な発想で遊び方を工夫した

り、考えたことを友達に伝えたりすることができる運動であ

る。 

（2） 児童観

  本学級の児童は、体を動かすのが好きで体育の時間に一生懸命取り組む児童が多い。タブレットを使った体育の学習に

ついては２年生になってからの取り組みであったが、マットを使った運動遊びでは、自分の取り組んだ技を紹介したり、友達の

良い動きを見付けるために動画を撮ったり楽しんで活用している様子が見られた。また、友達と一緒に話したり見せ合ったりし

て運動する児童もいる反面、自分の動きだけに夢中になっていたり友達に声をかけられず一人で学習している児童も見られ

る。アンケートの結果から以下のことが分かった。 

〇アンケートの結果からタブレットを使うことは、児童にとって楽しいことで、体育の授業では自分のできたことや見つけたことを 

見てもらいたい、友達の撮った動画を見たいと考えている児童が半数に上ることが分かった 。 

〇タブレットを使って学習する楽しさを感じている反面、それを使って友達と話したり教え合ったりすることまでは至っていないこ 

とがわかる。友達と学習することをあまり好きではないと回答している児童もいるため、タブレットを話し合いのツールとして使 

っていけるよう、２年生でできることを考えていく必要がある。 

○ロイロノートを使って全員が「一人でできること」は写真や動画を提出することであった。送られた動画を学習に使うことや自

分が見付けたことを紹介するやり方は６０％の児童が一人でできると回答している。
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那覇教育事務所様式 

(3) 指導観

 体育の学習で、タブレットを使って自分の技の動画を撮影したりお手本となる動画を見て自分の動きと比べたりするといった

活動はよく行われている。特に器械運動や陸上運動などでは多く使われるようになり、児童がタブレットを使う機会も増えてい

る。そこで、今回は低学年の「多様な動きをつくる運動遊び」においても、自分で工夫した動きや友達と一緒に見付けた動きを

動画で撮影したりポイントを共有したりする学習を行っていきたい。その際、今回のテーマである『ICT を活用した「個別最適な

学び」と「協働的な学び」の一体的な充実』を目指していきたい。 

今回の単元において、個別最適な学びを「自分が取り組みたい遊びを選択し、動きを工夫すること」と捉える。低学年で取り

上げる４つの動きを２つずつに分け、元になる動きに取り組む。その後、もっとやりたい、上手になりたい、工夫してみたいなど自

分の取り組みたい動きを選択し、人数や回数、距離、空間などを工夫していけるようにする。自分で見つけた動きをタブレットを

使って撮影したり、ポイントを記録したりして活用していく。また、協働的な学びを「選んだ動きを一緒にやったり、見つけたポイン

トを伝えたりしてさらに動きを工夫していくこと」を行っていく。タブレットでの共有方法を振り返りの場面だけではなく、撮った動画

や見つけたポイントを常にロイロノートの提出箱へ提出し誰でも見たり真似したりできるようにしていく。さらに、本校の先生を対

象に行ったタブレットについてのアンケートでは、課題として「安全面からタブレットをどこに置いて学習するとよいのか」ということや

「どのタイミングで使っていけばよいのか」などといった疑問が挙がった。また、「見つけた工夫を児童が共有しながら学習を進めて

いる授業を参観したい」という意見もいただいた。どの学年でもタブレットを活用し、児童が楽しんで取り組むことができる体育の

学習を目指し、ICT の活用と共有方法の工夫などに取り組んでいきたい。 
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那覇教育事務所様式 

5 単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・多様な動きをつくる運 動遊びの楽し

さに触れ、その行い方を知るとともに、

基本的な動きを身に付けている。 

・多様な動きをつくる遊び方を工夫する

とともに、考えたことを友達に伝えてい

る。 

・運動遊びに進んで取り組み、きまりを

守り誰でも仲よく運動をし たり、場の

安全に気を付けたりしている 

学習活動における具体的な評価規準 

① 多様な動きをつくる運動遊びの行

い方について、言ったり実際に動い

たりしている。

② 体のバランスをとる動きや体を移動

させる動きをしている。

③ 用具を操作する動きや力試しの

動きをしている。

① やってみたい運動遊びや、友達と

一緒に行うと楽しい運動遊びを選

んでいる。

② より楽しく運動遊びができるように、

行い方を工夫している。

③ 友達の動きを見てよい動きを見付

けたり、楽しい運動遊びの行い方

を友達に伝えたりしている。

① 多様な動きをつくる運動遊びに進

んで取り組もうとしている。

② 決まりを守り、誰とでも仲良く運動

しようとしている。

③ 場の安全に気をつけ、準備や片

付けを進んで行っている。

6 本時の学習 【７/９時間】 

(1) 目標

もっとやりたい動きを選び、行い方を工夫できるようにする。

(2) 本時の授業の工夫・手立て

○児童が使いたい用具やもっとやってみたい動きを選択できるように前時までの動きをパワーアップタイムで取り入れる。

○自分が見付けた動きや工夫した動き、友達と考えた動きをタブレットで録画し、いつでも共有できるようロイロノートを活

用する。

(3) 展開

過

程 
学習活動 

○指導上の留意点

★予想される児童生徒の反応

評価規準 

(評価方法) 

導 

入 

(10) 

分 

１，あいさつ 

２，パワーアップタイム 

リズム歩き ・ケンケン鬼 ・じゃん

けん列車・人間コンパス ・バラ

ンスくずし・ロープランニング・エレ

ベーター ・ボディーじゃんけん  

３，めあての確認 

○これまでに取り組んできたパワーアップタイムの内容を

紹介しながら、児童が考えた動きを広めたり、良い動き

をまねするよう声をかける。 

★エレベーターは 5 人でもできるよ。

★ケンケン鬼は動ける場所を決めてやったよ。

４，チャレンジタイム１ 

・用具を操作する運動遊びや

力試しの運動遊びで動きを工

○やりたい動きを選択させ、複数で動きを工夫できるよ

うその場でグルーピングする。 

やりたいうごきをえらんで、いろいろなくふうをしてみよう。 
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展 

開 

(27) 

分 

夫したり競争したりして楽しむ。 

新聞紙を使った動き 

フラフープを使った動き

ボールを使った動き 

友達はこび 

ひっぱりっこ 

５，キラリタイム 

６，チャレンジタイム２ 

もっとやりたい動きやキラリタイム

で紹介された動きに取り組み、

自分でも工夫しながら動きを楽

しむ。 

○「内間わくわくランド」でいろいろな動きを経験できるよ

う、１つのうごきに偏らないよう促す。 

★新聞紙を使って 2 人で走るとおもしろいよ。

★フラフープの中を通り抜けられたよ。

★ボールをみんなでおなかにはさんで歩くときは強くおさな

いとボールが落ちちゃうよ。 

○見付けた動きや気に入った動きをタブレットで録画す

るように伝える。 

○児童が見付けた動きをポイントとともに紹介し、全体

共有できるようにする。紹介できなかった動きはロイロノー

トで提出させ、誰でも見ることができるようにする。

★○○さんの動きは人数が変わっているのに上手にでき

ていたのでまねしてみたいです。 

○タブレットで工夫した動きを録画するよう声をかける。

○タブレットの置き場所を確認し、安全面に気を付けさ

せる。 

★友達と引っ張りっこをするときにすこししゃがむと強くな

るよ。 

★タオルを使うと引っ張り合いがやりやすいよ。

【「努力を要する」状況と判断される児童生徒への支援】 

自分で選択するのが難しい児童には、友達をまねしてみ

るよう声をかける。工夫した動きが難しい場合は、友達と

グルーピングを行い、いっしょに活動させる。 

【思・判・表】 

概ね満足できる状

況 

自分の取り組みたい

動きに取り組み、工

夫した動きを行ってい

る。（ロイロノート、

発言、観察） 

終 

末 

(８) 

分 

７，ふりかえり 

８，あいさつ 

○自分の学習をふりかえり、うまくいったことや友達の動

きのよかったところを伝えさせる。 
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学校名 浦添市立  仲西中学校 報告者氏名 久我  秀徳  

Ⅰ  生徒の実態

１．実施学年  1 年  

２．生徒数  男子：17 人   女子：19 人   計：  35 人

３．教  科   理科  

４． ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に関する
事前アンケートの結果と分析

Ⅱ  ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に関する
授業について

１．内容
（１）手だて

単元又は各章における、学習前の予習を ICT を使って協働編集させ発表させる。
～Before & After の Before における協働編集～

（２）工夫した点
①「  ～とは何だろうか。」という問いかけ（めあて）で統一することで、どの単

元や章の導入部分でも対応できるようにしている。また、理科だけでなく、全
教科で応用しやすいように授業を作成した。

② 個人で考える時間は紙媒体で行い、各自で考えたことを基に ICT を活用した調
べ学習を行わせた。（個別最適な学び）

③ ロイロノートの共有ノート機能を使って、グループで役割分担を決め、協働編
集を行わせた。（協働的な学び）

→個別最適な学びには重要となる ICT を

活用した調べ学習では、32.9%の生徒が

調べ方が分からない、または上手く調べら

れないと回答、また 2.1%の生徒が調べた

ことが理解できないと、情報リテラシー能

力の問題に直面していることが分かった。 

→ ICT を活用した協働

作 業 が 楽 し い と

71.1%の生徒が回答す

るも、26.8%の生徒は

ICT 操作が苦手、みん

なの編集するペースに

ついていけないなどの

問題を抱えていること

が分かった。  

 Q. 

 Q. 

面白いので皆ん 

なで作業したい 
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（３）実践

２．変  容（事後アンケートから）

３．全体考察

 様々な事物・現象に関して疑問を持ち、深い学びにつなげていくためにも、個々

における自由な調べ学習が今まで以上に必要となってきている。個の力量差を解消

させるためにも、個別最適な学びを実践していく必要がある。 ICT を利用した学び

方を学び、個々の学習により、得た情報や知識をもとに、協働編集を行うことで、

楽しみながら教え合い学び合うことができたと考える。この活動を通して、「個別

最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実が成されたといえる。  

→単元や章の学習前に ICT（個々の

タブレット端末）を活用した調べ学

習を行うことで、興味・関心を今ま

で以上に高めることもねらいとして

いる。また、数値化しにくいが、調

べ学習後の授業では、生徒の発言か

ら、理解力が向上していることが授

業をしていると多々感じられ、授業

展開がよりスムーズになった。  

→本研究では、理科を主軸とし教科

を問わず学校全体の活動として、積

極的に ICT を活用した。個々のタブ

レット端末を使った調べ学習や共

有ノートによる協働編集、発表練習

を行ったことで、93.9%pt の生徒

が ICT を活用した学習に成長を実

感していることが分かった。残りの

6.1%の生徒には個別のてだてが今

後必要となってくる。  

62.4% 31.5% 
5.6% 0.5% 
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研究テーマ︓ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

理 科 
第１学年  理科学習指導案      

令和５年 11月 29日 (5)校時 
仲西中学校 １年 8組 36名 

 指導者 久我 秀徳 
【年間指導計画  １学年 11月 計画 P23】 
1 単元名 
単元３ 身のまわりの現象  第２章 音の世界 

2 単元（章）の目標 
(1) 音についての観察、実験を通して、音は物体が振動することによって生じ空気中などを伝わることや、音の高さや大きさは

発音体の振動に関係することを理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能）
(2) 音について問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、音の性質の規則性や関係性を見いだして表現する。

（思考力・判断力・表現力）
(3) 音に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができ

るようになる。（学びに向かう力・人間性等 → 主体的に学習に取り組む態度）

3 単元および章について 
(1) 教材観
本単元は、小学校の「物質・エネルギー」をもとに、「光の世界」、「音の世界」、「力の世界」の 3 章で、１つの単元が構成さ
れている。生徒は本単元において、中学校で初めて物理的な事物・事象についての観察、実験にとり組む。そこで、1章から 3
章まで、光、音、力など、感覚を通してとらえやすく日常生活や社会とのかかわりの深い事例を取り上げる。 
本研究では、単元や章における事例を取り上げる際に、インターネットを使用した調べ学習を取り入れている。ICT（個々

のタブレット端末）を活用した、調べ学習をすることで興味・関心を今までの学びかた以上に高めることをねらいとしている。調
べ学習で得た知識や疑問をもとに、日々の授業で観察、実験を行い、科学的な資質・能力を養っていく。 
 本章（第 2 章）では、身のまわりで振動して音を出しているようすを確認できる物を集め、音の伝わり方や音を伝える物体、
音が伝わる早さについて学習する。また、さまざまな楽器を観察して、音の大きさや高さを変えるしくみを調べ、そのときの物体の
振動について考える。コンピューターや簡易オシロスコープを用いた実験を通して、音の大きさや高さと振動のようすと関係性を
見いだすことをねらいとしている。 

(2) 生徒観
これまで生徒は、本単元にかかわるものとして、次の内容について学習している。①光は集めたり反射させたりできること ②

風やゴムの力で物を動かすことができること ③物には重さがあること（①～③ 小学校 3 年）④閉じ込められた空気をおすと
体積は小さくなり、体積が小さくなるに従い、押し返す力は大きくなること（小学校 4年）⑤てこの規則性（小学校 6年） 
日常生活では、スマートフォンをはじめ、音声・映像機器、照明機器・カメラなどを、無意識に、しかもたくみに使用しているが、

光、音、力の性質やはたらきなどについて正しい知識はあまりない。生徒の中には、身のまわりの事物・現象に関して、データ上
だけの知識が多く、物質に直接ふれたりする機会や、その性質や変化を調べたりする経験は少なくなってきている。 
 さらに、観察や実験には意欲的にとり組むが、測定値のとりあつかい、実験結果の記録、グラフ化などのデータの処理、データ
からの規則性の発見、報告書の書き方などについては、未経験であることも少なからずある。そこで、持ち寄った情報や知識を
もとに、協働編集を行うことで、楽しみながら教え合い学び合うことができると考える。この活動を通して、「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の一体的な充実が成されることをねらいとする。 

27



(3) 指導観
様々な事物・現象に関して疑問を持ち、深い学びにつなげていくためにも、個々における自由な調べ学習が今まで以上に
必要となってきていると考えられる（個の力量の差を解消させるためにも、個別最適な学びが必要となってくる）。 
① 身近な事物・現象や協働して調べたことに対する不思議さや面白さに直接ふれさせるようにし、日常生活に見られる現

象と結びつけて、身近な物理現象に対する興味・関心を高めるようにする。
② 日常生活との関わりが深く、直接体験が可能な物理現象を取り上げる。
③ 光と音に関する観察、実験を通して、それらの結果を図示して考察することなどによって、規則性を見いだす意欲や、身

のまわりの現象と関連して調べようとする主体的な態度を身につけさせる。
④ 力の基礎的な性質やはたらきを学ぶとともに、力を図で表して考察する方法、グラフ化などの測定値の処理のしかたなど

の、科学的な技能を習得させる。
⑤ 光の進み方や音の伝わり方、力のはたらきなど身近な現象に規則性があることを見いださせるとともに、ICT を活用した

レポートの作成や発表などを適宜行わせ、思考力、表現力などを養う。
⑥ 観察・実験などの器具操作をしっかり身につけさせるとともに、ICTを活用したレポートのかき方や結果の発表のしかたな

どについても、丁寧に指導し、探究的な学習の基礎を学ばせる。
⑧ ロイロノート等のアプリケーションを活用し、個別最適な学びと協働的な学びを実践する。

4 単元（章）の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

音に関する事物・現象を日常生活や社会

と関連づけながら、音の性質についての基

本的な概念や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究するために必要

な観察、実験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけている。 

音について、問題を見いだし見通

しをもって観察・実験などを行い、

音の性質の関係性や規則性を見い

だして表現しているなど、科学的

に探究している。 

音に関する事物・現象に進ん

でかかわり、見通しをもったり

ふり返ったりするなど、科学的

に探究しようとしている。 

5 単元の指導と評価の計画(７時間) 

時数 主な学習活動 
重

点 
評価規準と方法 

十分満足できる

生徒の評価例 

努力を要する生徒

への指導の手立て 

１ 

本時 

個別最適

な学び・ 

協働的な

学び 

・「Before＆After」：Beforeの記入 

音とは何か、日常生活での経験
などをもとに自分の考えを記述
し、発表する。 
・音とは何か、ICT を活用し、共
同編集作業を通して学び、協力し
て発表する。
・音は、私たちの生活にどのよう
に関わっているだろうか考え、ま
とめる。

思 

・

判 

・ 

表 

音とは何か、自分の考え

をまとめ記入している。 

音とは何か調べる活動

を行うなかで気づいたこ

とや疑問に思ったことか

ら、共通点や相違点をも

とに、音が聞こえるとい

う現象について問題を見

いだし、表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

音とは何か調べ、協

働編集に参加でき

る。 

音とは何か調べ、音

が出ているときの物

体のようすから、音

は物体の振動によっ

て生じることを見い

だして、適切に表現

している。 

音とは何か調べる活

動において、ほかの生

徒の気づいたことや

疑問点の発表を聞い

たうえで、再度活動を

行わせることで、音は

物体の振動によって

生じることを見いだ

せるよう助言・指導す

る。 

２ 

個別最適

な学び・ 

協働的な

学び

第 1 節 音の伝わり方 

・「レッツ スタート！」身のまわりの物

体で、振動して音を出しているようすを

確認できるものを集め、体験する。その

なかで、音が出ている物体の共通点を自

分の言葉で表現する。 

・振動している物体から出ている音は，

どのように伝わるだろうか。

・物体が振動して音を出していることに

ついて説明を聞き、まとめる。

・音が伝わるしくみについて考え、話し

合う。

思 

・

判 

・ 

表 

身のまわりの物体を使

って音が出ている物体の

ようすを調べる活動を行

うなかで気づいたことや

疑問に思ったことから、

共通点や相違点をもと

に、音が聞こえるという

現象について問題を見い

だし、表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりの音が出

ている物体について調

べ、音が出ているとき

の物体のようすから、

音は物体の振動によっ

て生じることを見いだ

して、適切に表現して

いる。 

音が出ているときの物

体のようすを調べる活動

において、ほかの生徒の

気づいたことや疑問点の

発表を聞いたうえで、再

度活動を行わせること

で、音は物体の振動によ

って生じることを見いだ

せるよう助言・指導する。 

３ ・「調べて考察しよう」P.164 図 2のよう

におんさの間に板を置くと、伝わる音が
思 

・

音はどのような経路で

伝わるかについて、おん

音を伝えている物体

に気づくことができ、

糸電話の糸が切れると

声が聞こえなくなる現象
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個別最適

な学び

どうなるか予想し、確認する。 

・P.164 図 2 や P.165 図 3 から、空気が

振動して音を伝えていることを見いだ

す。

・P.165図 3～図 6を参考にして、音の伝

わり方と音を伝える物体についての説明

を聞く。

・「課題に対する結論を表現しよう」自分

の考えをまとめ、確認する。

・「学びをいかして考えよう」について考

える。

判 

・ 

表 

さを正しく使いながら調

べ、得られた結果から音

の伝わり方を考察し、よ

り妥当な考えをつくり出

して表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

空気であったり糸電話

の糸であったり、何ら

かの物体がないと音は

伝わらないことを適切

に表現している。 

と、真空鐘の中の空気が

少なくなると音が聞こえ

づらくなる現象を比較し

て考えるよう助言・指導

する。 

４ 

個別最適

な学び

第 2 節 音の性質 

・「レッツ スタート！」さまざまな楽器

を観察して、音の大きさや音の高さを変

えるしくみを調べ、そのときの物体の振

動について考えを話し合い、発表する。 

・「課題」音の大きさや高さと音源の振動

には、どのような関係があるだろうか。

【実験 4】弦の振動による音の大きさと

高さ 

・実験 4 を行い、音の大きさや高さと物

体の振動との関係を調べる。

・「基礎操作」簡易オシロスコープの使い

方を確認する。

・簡易オシロスコープを使っていろいろ

な音の波形を記録する（おんさ、ギター、

モノコード、そのほかの音を出す物、そ

れを録音した音など）

知 

・

技 

弦をはじく強さや弦の

長さ、張りと音の大きさ、

高さの関係について、簡

易オシロスコープを正し

く扱いながら調べ、得ら

れた結果を記録してい

る。 

［記述分析・行動観察］ 

モノコードやギター

の弦をはじく強さや弦

の長さ、弦の張りの強

さを変えるなど、条件

制御しながら実験を行

っている。また、実験結

果のちがいをそれらの

条件と関係づけて適切

に記録している。

弦をはじく強さや弦の

長さ、弦の張りの条件に

ついて、整理のしかたを

説明する。その際、変え

る要素と変えない要素に

注目して考えるよう助

言・指導する。 

５ 
協働的な

学び

・簡易オシロスコープを用いて、その波

形から音の大きさや音の高さと振動のよ

うすとの関係について確認する。

・実験結果や P.168 図 1～3 を参考にし

て、音の大きさと振幅、音の高さと振動

数との関係を見いだし、発表する。

・実際の音と録音した音の波形のちがい

をもとに、その原因を推測する。

・「課題に対する結論を表現しよう」自分

の考えをまとめ、確認する。

思 

・

判 

・ 

表 

実験結果をもとに、音の

大きさ、高さと弦の振動

のようすとの関係につい

て考察し、より妥当な考

えをつくり出して表現し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

簡易オシロスコープ

を使い、大きい音と小

さい音、高い音と低い

音のちがいを見いだ

し、共通点や相違点を

波形を用いて表現して

いる。 

大きい音と小さい音の

ちがいについて、たいこ

などの膜のふれはばで考

えるよう助言・指導する。

また、高い音と低い音の

ちがいについて、簡易オ

シロスコープの波形を重

ね合わせて比べて考える

よう助言・指導する。

６ 
個別最適

な学び

・「予想しよう」P.169図 4 や「どこでも

科学」を参考にして、音が伝わる速さに

ついて考える。 

・P.169「つながる科学」を読んで、デシ

ベル（単位）と環境基準について考える。 

・「学びをいかして考えよう」について考

える。

・P.170「つながる科学」を読んで，動物

の種類によって音の聞こえる振動数の範

囲は異なり、超音波は水中で生活してい

る生物が利用していることを確認する。

・「学んだことをチェックしよう」各節で

学んだことを確認する。

態 

光と音の速さのちがい

について自然現象から気

づき、いなずまが見えて

から音が聞こえるまでの

時間をはかることで大ま

かな距離がわかることに

ついて、ねばり強く考え

ようとしている。 

［記述分析・行動観察］ 

音と光の進む速さの

ちがいから、いなずま

や花火の光が見えてか

ら音が聞こえるまでの

時間には差があること

に気づき、その時間を

もとに距離を計算して

いる。また、身のまわり

の音についての疑問に

対して説明しようと試

行錯誤している。 

音に比べて光の方がは

るかに速いことを確認す

る。そのうえで音の速さ

に注目して、「距離＝速さ

×時間」で音源までの大

まかな距離を求めること

ができることや、音の速

さは約 340m/s と考えて

よいことなどを助言・指

導する。 

７ 

個別最適

な学び・

協働的な

学び

・「学んだことをつなげよう」各節で学ん

だことを確認して、考えたことをノート

やロイロノートのカード等に記述し、話

し合う。 

・「Before & After」：After の記入 

この章で学んだことをもとに自分の考え

を記述し、話し合う。 

・音とは何か、ICT を活用し、共同編集作

業を通して学び、協力して発表する。 

・音は、私たちの生活にどのように関わ

っているだろうか考え、まとめる。

思 

・

判 

・ 

表 

音とは何か、個々で調

べる活動や協働編集、各

節で学ぶなかで気づいた

ことや疑問に思ったこと

から、共通点や相違点を

もとに、音が聞こえると

いう現象や音の性質につ

いて説明できる。 

［発言分析・行動観察］ 

音とは何か、個々で調

べ、まとめ、協働編集に

参加できる。 

音が聞こえるという現

象や音の性質について

適切に表現している。 

音とは何か、個々で調べ

る活動や協働編集、各節

で学ぶなかで気づいたこ

とや疑問に思ったことか

ら、共通点や相違点をも

とに、音が聞こえるとい

う現象や音の性質につい

てまとめられるよう助

言・指導する。 
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6 本時の学習 【１/７時間】 
(1) 目標 （ねらい）
音とは何か、協働的に調べ探究することで、視点を持って学習していくことができるようになる。

(2) 本時の授業の工夫・手立て
① ロイロノート（各自で、ネット検索を主とした調べ学習）・・・個別最適な学び

② グループ作業（共有ノートの使用）・・・対話的・協働的で深い学び

↑役割分担：発表者（司会）、発表シート編集者、ネット検索係、編集サポート係

(3) 展開
過
程 

学習活動 
○指導上の留意点

★予想される児童生徒の反応
評価規準 

(評価方法) 
導
入 

(３) 
分 

1 ノンバーバルゲーム 

目を閉じているのになぜ、 

ものまねができるのか。 

・見て、ものまね

・目をつむって、ものまね

→ ★ 音があるから、耳があるから

・ゲームに参加す

ることができる。 

展
開 

(40) 
分 

2 めあて (2分) 

3 自己評価カード（3分） 

4 調べ学習（5分） 

5 グループ作業 

→ 共有ノートの使用

6 役割分担の確認（2 分） 

7 検索および編集（18分） 

8 最終確認及び提出（2分） 

9 発表 (8 分) 

各自で Before＆After シートの記入 

各自で音とは何か ICT教科書を使って調べ学習。 

役割分担： 発表者、発表シート操作係、ネット検

索係、編集サポート係 

○ 電子黒板にて協働編集画面のモニターチェック

や机間指導をしながら ICT が適切に使用されて

いるか確認する。

【「努力を要する」状況と判断される児童生徒への支援】 

・iPad の操作方法（共有ノートの使用）

・検索方法（検索のキーワードを提示）

発表１～２グループ 

・自分の考えを記

入することができ

る。 

・発表することが

できる。 

概ね満足できる状

況 

・グループで協力

し、めあてにそっ

て、発表シートを

作成することがで

きる。 

終
末 
(7) 
分 

10 まとめ    (3分) 

11 振り返り  （4分） 

 振り返りの視点↓ 

↓板書の写真を撮ってシェアする。↓ 

 

 

 

↑授業を通して見つけた新たな発見や疑問、習得した能

力について、まとめる。まとめは生徒の発表内容によって

変わる。 

・グループで協力

して、発表するこ

とができる。 

音とは、何だろうか。 

～音はどのような性質を持ち、私たちの生活にどのように関わっているだろうか～

例：音とは、物体が振動することで発生し、様々な物質を振動させ、波のように伝わっ

ていく。人はその振動の波を耳で受け取り、鼓膜、耳小骨を振動させ感覚神経に伝え聞

くことができる。日常会話や音楽をはじめ様々な所で音は使われている。 

視点① （深める）→ これまでの学習をどのようにいかせたか。 

視点② （深める）→ 自分と他の人の考えを比較して分かったこと。 

視点③ （広げる）→ 疑問に感じたこと、調べてみたいこと。 

視点④ （広げる）→ 身のまわりと関係づけて考えたこと。（現象・生活・活用・利用） 
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７ 本時の評価の「おおむね満足できる」状況の具体例 
① タブレット端末を使って必要な情報を個々で調べ、編集することができる。（個別最適な学び）

② 共有ノートを使って、めあてにそった発表資料作成に参画することが出来る。（協働的な学び）

③ 各自、知らない情報は協力して調べ、情報共有することができる。（個別最適な学び・協働的な学び）

④ 集めた情報を処理し、発表資料をまとめることができる。（個別最適な学び・協働的な学び）

８ 板書計画 

・ 「場の設定」 ・・・ 理科室（全体説明終了後、グループにて役割分担をし、協働編集を行う。）
・ 「準備物」 ・・・ タブレット端末（iPad）1人 1台、ロイロノートの設定（共有ノート）、電子黒板、自己評価票

９ ロイロノート（共有ノート）計画 

めあて 

音とは、なんだろうか。 

11 月 29 日（水）晴れ 

振り返り 

まとめ 

音とは、

だと考えられる。 

発表メモ 

振動、波、音速、ドップラー

効果、反響、共振、やまびこ 

～音はどのような性質をも

ち、私たちの生活にどのよう

に関わっているだろうか～ 

授業の全体説明中は、通常ノー

トにて説明を行う。クラスの状況

に応じて、画面配信を行い説明を

する。説明終了後、共有ノートに

切り替える。電子黒板にてモニタ

ーを行う。 

共有ノートでは各グループ活動

場所はピン留めしたカードを中

心に行わせる。 

机間指導をしながら、ICTが適切

に使用されているか確認する。 

提出 BOX は前もって準備をしておく。 

※ １～2 分の発表資料を作成する
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学校名 浦添市立 神森中学校 報告者氏名 根 間 浩 史 

Ⅰ 児童生徒の実態 

１．実施学年   第１学年 

２．児童数     男子：  17人  女子： 15人  計： 32人 

３．教 科  特別活動 

４．第１回 児童生徒質問紙（i-check）の結果と分析 

第１回 児童生徒質問紙（i-check）の結果より, 全国平均と比べて，本学級の課題のあるカ

テゴリーは，「友だちのささえ」「感動体験」「他者からの評価」「規範意識」「思いやり（人間関

係構築）」「発信力」「社会参画」「学習習慣」「学習意欲」である。本学級は，ほとんどの生徒が

何事にも一生懸命に取り組む姿勢がある。個性的な生徒が多く，少し規範意識が低いが，「学級

の絆」，「対話・話し合い」の項目が高いので，学級での協働した取り組みから，お互い認め合

い，高め合う雰囲気をつくり上記の課題の改善を検討する。 

Ⅱ児童生徒質問紙（i-check）を活用した特別活動の実践 

１．(1)手だて 

①ライフスキル教育を 9～10月に定期的に実践

※ライフスキル教育とは特定非営利活動法人 青少年育成支援フォーラムが実施している教

育（ライオンズクエストプログラム）であり，子どもたちが自己コントロールスキルや対

人関係スキルについて学び，練習し，さらに学校，家庭，地域で繰り返し活用することに

よって，スキルを「わかる」で終わらず，「できる」状態にまで引き上げる学習である。 

②ペア学習やグループ活動がうまく機能するための座席の配置

③振り返りにおいて，今後想定されるあらゆる場面での対応を考えさせる。

(2)．工夫した点 

①各授業の導入でエナザイジャー（短時間のリズム遊びや思考が必要なゲーム等）を行

い，意見の主張や話し合い活動に取り組みやすい雰囲気をつくった。

②グループ活動において役割を設定し，円滑に練り合いや発表ができるようにした。

２．変容（第２回 児童生徒質問紙（i-check）の結果と分析） 

第１回と第２回を比べ，本学級が特に大きく上昇した項目は「他者からの評価」と「学級 

の絆」であり，１学年(全体)でもこの２つは上昇してはいるが、本学級での上昇率は,特に大 
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きい（図１）。定期的に実施したライフスキルトレーニングにおいて，構成的グループエン

カウンターやエナザイジャー等により，学級での協働した取り組みが生まれ，お互い認め合

い，高め合う雰囲気がより強くなったと考えられる。 

３．全体考察 

約２か月間，ライフスキルトレーニングによる『日常に起こると想定されることの対応を

学ぶ授業』や自己のスキル向上の授業の実施により自己コントロールスキルや対人関係スキ

ルを高める学習や繰り返し練習が行われたことにより，「規範意識」「社会参画」「対人ストレ

ス」の項目が上昇したと考えられる。11月の学級の状況は，授業で安心して発表や発言がで

きる雰囲気があり意見の主張や他者に対しての賞賛が増えている。給食準備や清掃活動は協

力する雰囲気が高まっており時間内に終わらせることが増えてきた。ただ，人間関係のトラ

ブルや授業中の私語が減少していない。引き続きライフスキルトレーニングによる自己コン

トロールスキルや対人関係スキルを高める学習や繰り返し練習で規範意識を高める必要があ

る。 

上記に述べた変容や全体考察は約２か月程度行ったライオンズクエストプログラムのライ

フスキルトレーニングの効果が全てとはいえないと考える。数値には，普段の学級活動の取

り組み，学校行事においての生徒会の取り組み，担任の学級経営力等，様々な要素が関係す

る。この時期は学級会,生徒会の行事が頻繁に行われており,協働した姿が多くみられた。こ

のことからも数値の上昇は,ライフスキル教育とその他の特別活動の相乗効果がつくりだした

と考えられる。 

図 1 第２回児童生徒質問紙（i-check） 本学級と１学年(全体)カテゴリー別，レーダーチャート 

本学級     １学年(全体) 
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那覇教育事務所様式 

特別活動 学級活動（２）指導案 

第１学年６組 学級活動(２)指導案 

令和5年10月16日（月）第５校時 

指導者  教 諭 根間 浩史 

年間指導計画第１学年10月題材 学級活動(２)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

１ 題材 「学習の仲間からの好ましくない圧力に立ち向かうための３つのステップを学習し、 

練習しよう。」 

学級活動（２）ア 自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成 

自他の個性を理解して尊重し、互いのよさや可能性を発揮しながらよりよい集団生活をつく

ること。 

２ 題材について 

（１）生徒の実態 

 本学級は、明るく素直な生徒が多く、授業中の発表やグループ活動では意欲的に発言し、積極的

に取り組む生徒が多い。学校行事に関しては，まとまりに欠けるが一生懸命に取り組む姿勢がよく

見られる。10/4(水)に行われた合唱コンクールでは，全員が真剣な眼差しをしており，大きな声で

歌うだけでなく，ハーモニーを奏で練習の成果を発揮した。入賞には及ばなかったが，生徒にとっ

ては満足のいく内容であった。 

8/28(月)に実施した“合唱コンクールを成功させよう アンケート”では「クラスの課題は何です

か」という質問に対して「けじめがない」「授業中騒がしい」「自分の役割を果たしていない」「けん

かが多い」という意見が多く，まとまりが悪いという課題意識がある。 

その課題解決のため9/1(金)に“合唱コンクールを成功させよう”という議題で学級会を行い，練

習方法やその日程，一人一役の内容を決め，約１か月練習等に取り組んだ。それぞれの意見の食い

違いや，練習に対してやる気の差が原因で，うまくいかない時期もあったが，パートリーダーや学

級担任の働きかけにより，合唱コンクール一週間前には，団結し本番では満足のいく内容だった。 

個性的な生徒が多く，少し規範意識が低いが，何事にも積極的に取り組む姿勢があるので，児童

生徒質問紙（i-check）の結果・分析から見える課題の克服、個に応じた教師の手立て、学級で協働

し取り組む場の設定等から，お互い認め合い，高め合う雰囲気をつくりたい。 

（２）題材選定の理由 

図１は５月に行った第１回児童生徒質問紙（i-

check）の結果であり，クラス全体のカテゴリー別の結

果を，レーダーチャートで表したものである。全国平

均を50とし，相対的な状況を標準スコア（偏差値）を

用いて表している。 

全国平均と比べて，課題のあるカテゴリーは，「友だ

ちのささえ」「感動体験」「他者からの評価」「規範意

識」「思いやり（人間関係構築）」「発信力」「社会参

画」「学習習慣」「学習意欲」である。  

「成功体験と自信」のカテゴリーが高く，学級・学校行

事では様々な意見が出されるが，リーダーがそれをまとめるのに苦労する場面が多くみられる。個

図１ 第１回児童生徒質問紙（i-check）  

１年６組カテゴリー別，レーダーチャート 
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那覇教育事務所様式 

性的な生徒が多く，少し規範意識が低いが，「学級の絆」，「対話・話し合い」の項目が高いので，学

級での協働した取り組みから，お互い認め合い，高め合う雰囲気をつくり上記の課題を改善した

い。 

３ 学級活動(２)評価規準 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己の生活上の課題の改善に向

けて取り組むことの意義を理解し

ている。 

適切な意思決定を行い実践し続

けていくために必要な知識や行動

の仕方を身に付けている。 

自己の生活や学習への適応及び

自己の成長に関する課題を見いだ

している。 

多様な意見をもとに自ら意思決

定して実践している。 

他者への尊重と思いやりを深め

てよりよい人間関係を形成しよう

としている。 

他者と協働して自己の生活上 

の課題解決に向けて，見通しを 

もったり振り返ったりしながら，

悩みや葛藤を乗り越え取り組もう

としている。 

４ 事前の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿

【観点】〈評価方法〉 

ライフスキルトレーニン

グの授業①（ライオンズク

エスト篠田先生を講師に招

いての授業） 

 授業内容：上手な聞き方

を身につける。（社会的発

達・みんなと生きる力を伸

ばす）(9/5 学級活動) 

 相手を尊重し，よい人間関係を築く

ことができるように指導する。 

今後，上手な聞き方を日常生活で生

かせるようにする。 

◎相手を尊重し，よい人間関係を築こ

うとしている。

学んだスキルを日常生活で生かそう

としている。

【主体的態度】 

〈学校生活の過ごし方〉 

ミニライフスキルトレー

ニング 

(9/13～10/ 週３回10分程

度) 

 実践したトレーニングが日常生活の

どの部分で生かせるかを考えさせる。 

ライフスキルトレーニン

グの授業②（副担任：根間

浩史） 

(9/28 学級活動) 

自己理解を深め、自他を尊重し、よ

い人間関係を築くことができるように

指導する。 

今後，他者との関わり方を日常生活

で生かせるようにする。 

ライフスキルトレーニング

の授業③（担任：崎原りこ

教諭） 

 授業内容：みんなでイン

タビューシート（社会的発

達・みんなと生きる力を伸

ばす）(10/11 学級活動) 

相手を尊重し，よい人間関係を築く

ことができるように指導する。 

今後，上手な会話を日常生活で生か

せるようにする。 
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那覇教育事務所様式 

５ 本時のねらい 

仲間からの好ましくない圧力に立ち向かうための３つのステップを練習し、今後の日常生活で生かそう

とする態度を養う。 

６ 本時の展開 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿

【観点】〈評価方法〉

導

入 

つ

か

む 

15 

分 

・エナジャイザー

・今日の言葉を紹介し意味を問う

「その人が利口かどうかは、その人

の答えでわかる。その人が賢いかど

うかは、その人の質問でわかる。」

ナギーブ・マフフーズ

・仲間の提案が好ましいものと好ま

しくないものを考える。

・相手が何を提案しているのかを確

認するために、いくつかの質問を

することが必要なときもあること

を押さえる。

・このましい仲間の圧力か、好まし

くない仲間の圧力かを考えさせ

る。

展
開 

さ
ぐ
る 

15 
分 

見
つ
け
る 

15 
分 

・ASKの３つのステップを理解す

る。

・４人グループでASKのステップを

計画する。

・４人グループでASKのステップを

練習する。

・各グループの実践。３～４グルー

プ程度発表する。

・A：Ask 質問する

S：Stand up for yourself  好ま

しくない圧力に対し立ち向かう

K：Know 好ましい選択が他にある

ことを知る

（２名代表で教師とロールプレイを

行う） 

・各グループにお題を選択させる。

・４人グループでワークシートを記

入させる。

・それぞれの役割をもとに各グルー

プで練習する。

◎自分事として捉え、ク

ラスの仲間を尊重し，

協力しながら実践しよ

うとし、今後、日常生

活で生かそうとしてい

る。

【主体的態度】 

〈ワークシート，観察〉 

終
末

決

め

る 

5 
分 

・振り返りを記入する。

・教師の話

・今後、どのような場面でASKのス

テップを使いますか。

・好ましい選択を拒否された場合、

どのような対処ができるか。

めあて 仲間からの好ましくない圧力に立ち向かうための３つのステップを学習し、練習しよう。 
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那覇教育事務所様式 

７ 事後の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿

【観点】〈評価方法〉 

振り返りをする。 

(10/25 学級活動) 

相手を尊重し，関わっているか確

認する。 

ライフスキルトレーニングで学ん

だことを日常生活で生かそうとして

いるか確認する。 

学んだスキルを日常生活で生か

そうとしている。 

【主体的態度】 

〈振り返りシート〉 

８ 板書計画 

《参考・引用文献》 

『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説特別活動編』（文部科学省  2017年） 

『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校 特別活動』 

(文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター 2020年) 

電子黒板 

（パワーポイント） 

めあて 

１グループ
への誘い 

３グループ
への誘い 

５グループ
への誘い 

２グループ
への誘い 

４グループ
への誘い 

６グループ
への誘い 

７グループ
への誘い 

８グループ
への誘い 

選択のためのチェッ
クポイント 

ASK 
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